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電波と光の中間の周波数に位置するテラヘルツ（THz）領域は、未開拓の周波数領域として利

用が注目されており、光源の開発が精力的に進められている。超伝導体のトンネル接合であるジ

ョセフソン接合では、交流ジョセフソン効果により直流電圧を交流電流に変換することが可能で

あるだけでなく、超伝導ギャップにより集団励起状態のジョセフソンプラズモンが保護されるの

で、散逸の少ないコヒーレントな電磁波が励起されることが期待されてきた。2007 年、著者らに

より高温超伝導体 Bi2Sr2CaCu2O8+d（Bi2212）単結晶上に形成されたメサ構造からのテラヘルツ波

放射が初めて観測された[1]。その後の研究により明らかにされたテラヘルツ光源としての特徴と

しては、(1) モノリシックな単一のデバイスから 0.3-2.4 THz という広い周波数範囲において単色

光の放射が得られる、(2) 0.5 THz 前後で最大の放射出力の 0.6 mW が得られる、という点が挙げら

れる[2][3]。 

本講演では、我々が開発を進めてきた、ジョセフソンプラズマ光源 JPE について、特に偏光状

態の解析と制御を進めてきた結果を中心に報告する。マイクロ波領域で用いられているパッチア

ンテナ技術を応用して、正方形の対角を切り落とした形状および円盤の一部を切り欠いた形状の

メサ構造を作製し、円偏光度の高い 0.4 THz 程度の周波数を持つ電磁波が放射された。円偏光度

は発振の周波数に依存し、パッチアンテナから予想されるものよりも、広い極小値をもつ。この

ことは、ジョセフソン接合の引き込み現象を意味している。また、偏光については、偏光板の透

過率測定による軸比だけではなく、四分の一波長板を導入したストークスパラメータ解析を行っ

た結果を切対角正方形メサについてだけでなく、従来から研究されている長方形メサについても

報告し、偏光制御について議論する。 
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